
紹
　
介

介紹

下
坂
一
著

『
中
世
寺
院
社
会
と
民
衆

　
－
衆
徒
と
馬
借
・
書
入
・
河
原
者
一
』

　
本
書
の
著
者
下
坂
守
氏
は
、
日
本
中
世
の
政

治
・
社
会
に
絶
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
権
門
で
あ

る
比
叡
山
延
麿
寺
（
山
門
）
に
関
し
て
、
重
要
な

成
果
を
陸
続
と
発
表
し
て
こ
ら
れ
た
研
究
者
で
あ

る
。
そ
の
前
著
『
中
世
寺
院
社
会
の
研
究
騙
（
思

文
目
出
版
、
二
〇
〇
一
年
。
以
下
前
著
と
呼
称
）

は
、
中
世
比
叡
山
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
る
「
山

徒
扁
の
動
向
や
、
「
惣
寺
」
と
し
て
の
延
暦
寺
の

組
織
構
造
、
門
跡
組
織
の
位
置
づ
け
な
ど
を
綿
密

に
論
じ
た
好
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
続
編
と
も
い
え

る
本
書
は
、
前
著
で
展
開
さ
れ
た
緻
密
な
研
究
方

法
は
そ
の
ま
ま
に
、
分
析
対
象
の
地
域
性
や
歴
史

的
な
段
階
差
が
よ
り
意
識
さ
れ
た
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
ず
、
第
｝
篇
「
衆
徒
と
閉
籠
」
は
、
山
門
に

お
け
る
「
惣
寺
」
の
内
容
を
、
「
山
鼠
扁
（
山
門
衆

徒
が
行
っ
た
様
々
な
示
威
行
動
）
の
実
施
過
程
を

も
と
に
検
討
し
て
い
る
。
第
一
章
で
は
「
山
訴
」

の
一
形
態
で
あ
る
「
閉
籠
」
の
実
態
を
、
鎌
倉
後

期
を
中
心
に
考
察
す
る
。
第
二
章
で
は
、
室
町
期

に
実
施
さ
れ
た
門
山
訴
」
の
政
治
的
・
社
会
的
影

響
を
論
じ
る
。
第
三
章
・
で
は
、
園
城
寺
・
延
暦
寺

に
お
け
る
寺
僧
の
身
分
構
成
と
そ
の
特
徴
を
分
析

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
補
論
と
し
て
園
城
寺
に
伝

来
し
た
「
智
証
大
師
関
係
文
書
典
籍
臨
の
伝
来
経

緯
が
考
察
さ
れ
る
。

　
第
二
篇
「
坂
本
の
馬
借
」
は
、
山
門
と
密
接
な

関
係
に
あ
る
「
民
衆
扁
近
江
國
坂
本
の
住
人
を
扱

う
。
第
一
章
で
は
、
坂
本
に
住
む
「
在
地
人
」
を

手
が
か
り
に
、
中
世
坂
本
の
景
観
復
元
が
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

る
。
第
二
章
は
、
応
仁
二
年
に
発
生
し
た
「
堅
田

大
責
扁
を
も
と
に
、
山
門
衆
徒
と
馬
借
の
「
緊
張

関
係
」
が
、
同
じ
日
吉
の
神
々
を
産
土
神
と
す
る

新
旧
二
つ
の
集
団
の
存
在
形
態
の
違
い
に
起
因
す

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
三
章
で
は
、
計
三
度
に

わ
た
る
坂
本
の
馬
借
蜂
起
が
検
討
さ
れ
、
彼
ら
が

山
門
を
介
さ
ず
直
接
幕
府
に
微
訴
を
行
う
一
方
、

自
ら
を
日
吉
社
の
神
威
を
帯
び
た
存
在
と
認
識
し

て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
蜂
起
が
次
第
に
土
一

揆
の
発
生
と
も
深
く
関
係
し
て
ゆ
く
こ
と
な
ど
が

論
じ
ら
れ
る
。

　
第
三
篇
「
山
門
と
日
吉
社
」
で
は
、
日
吉
神
人

と
、
こ
れ
と
は
別
個
に
存
在
し
た
大
津
神
人
の
存

在
形
態
の
差
異
を
踏
ま
え
、
彼
ら
と
山
門
衆
徒
と

の
関
係
が
論
じ
ら
れ
る
。
第
一
回
目
は
二
世
紀

後
半
以
降
、
「
粟
御
供
」
を
日
吉
祉
に
二
進
し
て

い
た
大
津
神
人
が
、
門
京
都
の
入
神
人
」
の
出
現

や
、
「
山
門
神
人
」
た
る
粟
津
商
人
に
よ
る
「
粟

御
料
」
の
備
進
開
始
を
受
け
、
御
供
貢
進
か
ら
撤

退
し
て
ゆ
く
経
緯
が
論
じ
ら
れ
る
。
第
二
章
で
は
、

鎌
倉
期
以
降
日
吉
社
へ
の
支
配
を
強
化
し
た
山
門

が
、
古
来
の
由
緒
と
無
関
係
に
「
日
吉
社
諸
社
名

を
冠
し
た
神
人
」
や
「
山
門
神
人
」
を
補
任
し
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
で
は
、
前

の
二
つ
の
章
を
踏
ま
え
、
日
吉
社
と
延
暦
寺
で
別

個
に
行
わ
れ
て
い
た
金
融
活
動
が
、
門
山
門
気
風

の
土
倉
」
と
し
て
山
門
衆
徒
の
支
配
下
に
編
成
さ

れ
る
過
程
を
詳
述
す
る
。

　
第
四
篇
「
中
世
都
市
・
京
都
の
変
容
」
は
、
中

世
京
都
を
舞
台
に
、
そ
こ
に
暮
ら
す
「
上
衆
」
と

山
門
勢
力
と
の
関
係
を
扱
う
。
第
一
章
は
応
仁
・

文
明
の
乱
が
も
た
ら
し
た
山
門
衆
徒
・
室
町
幕
府

の
相
互
関
係
の
変
化
を
論
じ
る
。
第
二
・
三
章
で

は
下
坂
氏
が
得
意
と
す
る
絵
画
資
料
分
析
に
よ
っ

て
、
中
世
京
都
の
景
観
の
変
遷
と
、
そ
の
背
後
に

あ
る
人
々
の
心
性
や
生
活
実
態
が
析
出
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
山
科
家
と
法
住
嵜
の
密
接
な

関
係
を
指
摘
す
る
論
考
、
慶
長
～
元
和
期
に
京
都

107 （885）



上
賀
茂
社
社
司
が
記
し
た
史
料
の
翻
刻
と
紹
介
を

載
せ
た
付
篇
が
配
さ
れ
た
の
ち
、
全
体
が
総
括
さ

れ
る
。

　
以
上
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
前
著
以
来
追
究
さ

れ
て
き
た
山
門
の
内
部
構
造
論
を
基
礎
と
し
て
、

坂
本
・
大
津
・
京
都
な
ど
の
地
域
分
析
が
展
開
さ

れ
て
い
る
点
に
は
、
著
者
の
研
究
視
角
の
さ
ら
な

る
拡
が
り
が
看
取
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
個
々
の
実

証
的
成
果
に
、
都
市
史
・
社
会
経
済
史
・
宗
教

史
・
身
分
論
な
ど
多
分
野
に
示
唆
を
与
え
る
指
摘

が
い
く
つ
も
含
ま
れ
て
い
る
点
も
、
特
筆
す
べ
き

魅
力
の
ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
本
書
は
中
世
の
社
会
通
念
と
さ
れ
る

「
王
法
仏
法
相
当
論
」
の
展
開
を
大
き
な
軸
と
し

て
構
成
さ
れ
て
い
る
点
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

例
え
ば
、
山
訴
の
展
開
と
室
町
幕
府
の
対
応
を
か

か
る
理
念
の
相
克
と
し
て
描
く
手
法
は
実
に
鮮
や

か
で
あ
る
が
、
か
か
る
理
念
の
下
で
描
き
う
る
空

聞
的
・
歴
史
的
範
囲
に
つ
い
て
は
今
後
議
論
を
呼

ぶ
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
著
者
の
研

究
成
果
に
よ
り
、
中
世
に
お
け
る
宗
教
勢
力
と
政

治
権
力
の
関
係
性
や
、
京
都
と
そ
の
周
辺
地
域
の

実
態
な
ど
の
分
析
が
大
幅
に
進
展
し
た
事
実
は
疑

い
よ
う
が
な
い
。
本
書
が
、
今
後
も
進
展
を
み
せ

る
で
あ
ろ
う
そ
れ
ら
の
研
究
の
重
要
な
指
針
と
な

る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

　
　
　
（
A
5
判
　
四
三
二
頁
　
二
〇
一
四
年
＝
月

　
　
　
　
　
　
　
思
文
型
出
版
　
税
別
七
五
〇
〇
円
）

　
（
松
井
軍
人
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

受
　
贈
　
誌

（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
日
～

二
〇
一
五
年
一
〇
月
九
日
）

立
命
館
文
學
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
六
四
三

九
州
国
際
大
学
教
養
研
究
（
九
州
国
際
大
学
教
養

　
学
会
）
二
ニ
ー
一

古
代
文
化
（
古
代
學
協
會
）
六
七
－
二

須
坂
市
域
の
史
料
目
録
（
須
坂
市
誌
編
さ
ん
室
）
七

史
観
（
早
稲
田
大
学
史
学
会
）
一
七
三

編
集
後
記

　
戦
後
七
〇
年
の
二
〇
～
五
年
は
、
「
都
構
想
」

や
安
保
法
案
、
海
外
の
戦
争
・
テ
ロ
な
ど
、
政

治
・
民
主
主
義
・
平
和
な
ど
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
一
年
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
私
個
人
と
し
て
は
、
そ
の
ほ
か
に
火
山
活
動

の
印
象
が
強
く
残
る
～
年
で
し
た
が
、
み
な
さ
ま

に
と
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
一
年
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

　
『
史
林
瞼
も
、
何
と
か
論
説
三
本
・
書
評
二

本
・
紹
介
一
本
を
得
、
や
っ
と
二
〇
～
五
年
最
終

号
の
刊
行
に
、
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
や
、
査

読
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
を
は
じ
め
と
す
る
、

み
な
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
『
史
林
騙
の
こ
の
一
年
の
あ
ゆ
み
に
つ
い

て
は
、
巻
末
の
総
目
次
を
御
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
明
け
て
二
〇
一
六
年
前
、
会
員
・
読
者
の
み
な

さ
ま
に
と
っ
て
有
意
義
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
田
微
）
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